『書譜』の注釈4 : 紙面が破損する以前に記された行数の考察と六朝時代以来の書論について by 廣瀨 裕之
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1
1
1
1
1
,
＇ 
＊
二
枚
に
切
れ
て
い
る
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右
の
表
か
ら
、
第
21
紙
と
末
尾
の
第
23
紙
以
外
、
後
半
も
ほ
と
ん
ど
が
、
枚
の
紙
に
16
行
か
17
行
で
揮
奄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
よ
っ
て
、
後
世
の
破
損
に
よ
り
紙
の
切
れ
目
が
更
に
生
じ
た
も
と
し
て
も
、
そ
の
前
後
の
ど
の
紙
と
元
来
つ
な
が
っ
て
い
た
も
の
な
の
か
を
知
る
た
め
に
は
行
数
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
ゆ
え
に
、
本
稿
で
は
本
来
の
第
9
紙
8
行
目
（
全
体
で
は
140
行
目
）
の
第
4
字
目
か
ら
注
釈
を
始
め
る
こ
と
と
す
る
。
第
9
紙
に
あ
る
「
第
三
篇
冒
頭
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
語
を
記
す
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
1
〕
雷
仁
者
（
当
仁
者
）
仁
は
、
最
高
の
徳
を
表
す
の
で
、
書
道
の
神
髄
を
体
得
し
た
人
と
い
う
意
味
と
な
る
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
2
〕
得
意
忘
言
意
は
、
こ
こ
ろ
。
書
の
極
意
。
言
は
、
概
念
。
「荘
子
」
外
物
篇
「
言
者
所
以
在
意
。
得
意
而
忘
言
」
よ
り
〔
●
ポ
イ
ン
ト
3
〕
企
學
者
先
人
の
跡
を
つ
ま
先
だ
っ
て
（
仰
ぎ
望
む
・
敬
慕
し
て
）
書
を
学
ぶ
者
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
4
〕
希
風
敏
妙
希
に
は
、
「
①
こ
い
ね
が
う
・
②
望
み
見
る
・
③
迎
合
す
る
」
の
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
③
で
、
「
先
賢
の
風
に
迎
合
し
」
の
意
。
紋
（
叙
）
に
は
「
①
つ
い
ず
（
順
序
だ
て
る
）
・
②
順
序
を
追
っ
て
の
べ
る
・
③
序
文
を
か
く
」
の
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
②
で
「
妙
義
を
順
序
を
追
っ
て
の
べ
る
（
説
明
す
る
）
」
の
意
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
5
〕
筆
陣
図
「
ひ
つ
じ
ん
ず
」
ま
た
は
「
ひ
つ
じ
ん
の
ず
」
と
読
む
。
晋
の
衛
夫
人
の
撰
〈第
9
紙
前
号
の
つ
づ
き
〉
▼
▼
▼
 
140
（
無
所
従
よ
第
二
編
は
こ
こ
ま
で
]
)
営
仁
者
得
意
忘
言
、
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
 
14
竿
陳
其
要
。
企
學
〔
者
〕
希
風
▼
▼
▼
▼
▼
▼
 
142
叙
妙
、
雖
述
猶
疏
。
徒
立
其
工
、
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
 
143
未
敷
廠
旨
。
不
揆
庸
昧
、
輛
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
 
14
妓
所
明
、
庶
欲
弘
既
往
之
風
▼
▼
▼
▼
▼
 
145
規
、
導
将
来
之
器
識
、
除
繁
▼
▼
▼
▼
▼
 
146
去
濫
、
観
述
明
心
者
焉
。
代
有
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
 
147
筆
陣
闘
七
行
、
中
壷
執
筆
▼
▼
 
148
〔一
1-
手
〕
、
圏
貌
乖
舛
、
貼
壷
湮
訛
。
頃
見
ま
れ
①
仁
に
嘗
る
者
は
意
を
得
て
言
を
忘
れ
、
其
の
要
を
陳
ぶ
る
こ
と
竿
な
り
。
學
行
数
、、、、、、
【
】
は
、
見
せ
消
ち
▼
節
筆
、
♦
節
筆
様
の
あ
る
文
字
と
そ
の
字
数
▼
4
 
▼
7
 
▼
6
 
▼
6
 
▼
8
 
▼
8
 
▼
6
 
▼
7
 
▼
4-
と
伝
え
る
が
、
王
義
之
、
ま
た
は
羊
欣
の
作
と
い
う
説
も
あ
る
。
六
朝
時
代
に
偽
託
さ
れ
た
も
の
と
い
う
説
が
強
い
。
こ
の
名
は
「書
譜
j
や
、
張
彦
遠
の
『法
書
要
録
」
な
ど
に
出
て
く
る
。
内
容
は
筆
法
を
解
説
し
た
も
の
と
い
う
が
、
通
俗
な
筆
法
伝
綬
に
す
ぎ
な
い
。
「
晋
の
王
義
之
は
、
筆
陣
図
後
に
題
し
、
紙
は
陣
、
筆
は
刀
、
墨
は
甲
冑
、
水
硯
は
城
池
、
心
は
将
軍
、
本
領
は
副
将
、
結
構
は
謀
略
、
麗
筆
は
吉
凶
、
出
入
は
号
令
、
屈
折
は
殺
裁
と
す
。
」
【
衛
夫
人
・
筆
陣
図
並
序
よ
り
】
な
ど
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
本
領
と
は
本
質
•
特
色
の
こ
と
。
麗
筆
と
は
筆
が
ひ
る
が
え
っ
た
り
ゆ
れ
動
く
さ
ま
。
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器
識
11
そ
の
人
の
う
つ
わ
（
オ
能
）
と
見
識
槻
跡
明
心
（
跡
を
槻
て
心
を
明
ら
か
に
す
る
）
11
前
賢
の
筆
跡
を
よ
く
み
て
自
分
の
心
の
中
で
悟
り
解
明
す
る
こ
と
。
既
往
の
風
規
11
昔
の
立
派
な
書
法
・
書
風
妓
（
効
）
す
11
い
た
す
・
差
し
出
す
所
明
11
自
分
で
理
解
し
て
い
る
点
い
た
づ
ら
つ
ま
だ
こ
ひ
ね
が
の
を
企
つ
者
は
、
風
を
希
ひ
妙
を
紋
ぶ
。
述
ぶ
と
雖
ど
も
猶
ほ
疏
な
り
。
徒
に
其
の
エ
を
立
て
、
未
だ
廠
の
旨
を
敷
べ
ず
。
庸
昧
を
揆
ら
ず
し
て
、
輛
ち
所
明
を
妓
す
。
庶
く
ば
、
既
往
の
風
規
を
弘
め
、
将
来
の
器
識
を
導
き
、
繁
を
ら
ん
あ
と
み
除
き
濫
を
去
り
、
跡
を
槻
て
心
を
明
ら
か
に
す
る
者
あ
ら
ん
と
欲
す
。
・
道
を
体
得
し
た
人
は
、
心
（
書
の
極
意
）
を
悟
っ
て
い
る
た
め
、
か
え
っ
て
説
明
す
る
言
葉
を
忘
れ
、
そ
の
要
訣
を
口
に
す
る
の
は
ま
れ
で
あ
る
。
背
伸
び
し
て
学
ぶ
も
の
は
、
先
賢
の
風
に
迎
合
し
そ
の
妙
義
を
説
明
し
て
み
る
。
（
し
か
し
）
い
く
ら
述
べ
た
と
し
て
も
疏
略
（
粗
略
・
い
い
か
げ
ん
な
こ
と
）
で
あ
る
。
た
だ
先
賢
の
エ
夫
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
奥
義
を
解
き
明
か
し
て
述
べ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
私
は
、
浅
学
非
オ
を
顧
み
ず
自
分
で
理
解
し
て
い
る
点
だ
け
を
述
べ
た
い
。
願
わ
く
ば
、
前
賢
の
立
派
な
書
法
を
広
め
て
、
後
進
の
才
能
・
見
識
を
導
き
、
う
る
さ
い
こ
と
は
除
き
、
名
跡
を
よ
く
鑑
賞
し
て
心
の
中
に
悟
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
仁
に
常
る
者
11
〔
●
ポ
イ
ン
ト
1
〕
参
照
竿
11
ま
れ
・
カ
ン
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ょ
う
ま
い
は
か
庸
昧
を
揆
ら
ず
し
て
11
庸
は
凡
庸
、
昧
は
お
ろ
か
な
さ
ま
、
揆
は
程
度
を
図
る
こ
と
。
自
分
が
浅
学
非
オ
な
の
を
顧
み
ず
の
意
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
6
〕
諸
家
勢
評
諸
家
の
批
評
つ
ま
り
作
品
論
の
こ
と
。
「
勢
」
は
索
靖
の
『
草
書
勢
」
、
衛
恒
の
『
四
体
書
勢
」
な
ど
を
、
「
評
」
と
は
哀
昂
の
『
古
今
書
評
』
な
ど
を
さ
す
。
第
1
0
紙
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
語
を
記
す
。
第
10
紙
e
,ー
,̀1
J‘
こ
r.
爪
芯
、
五
、
怠
氾
酌
心
だ
ん
ぶ
だ
け
入
g
4
生
し
て
ヅ
戊
1
象
3
凸
)
f
て
そ
JK̀
1
｝
七
n
中
孟
吼
§
叶
さ
る
ミ
に
改
K
叉
◄
第
9
紙
末
尾
（
節
筆
が
と
て
も
多
い
）
よ
ひ
つ
ぢ
ん
づ
ゑ
が
②
代
に
《
筆
陣
圃
》
七
行
有
り
。
中
に
執
筆
の
一
云
一
手
を
書
一
v°
て
ん
く
わ
く
い
ん
く
わ
し
、
貼
壷
は
湮
訛
す
。
ひ
つ
じ
ん
ず
•
世
間
に
は
「
筆
陣
図
」
七
行
が
あ
る
。
描
か
れ
て
い
る
。
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ず
ば
う
く
わ
い
せ
ん
圏
貌
は
乖
舛
そ
の
中
に
執
筆
の
図
に
は
一
1
一
手
が
図
の
様
相
は
正
確
で
は
な
く
、
点
画
の
説
明
は
よ
く
わ
乖
舛
（
か
い
せ
ん
）
11
正
確
で
は
な
い
こ
と
。
い
ん
湮
訛
11
湮
は
、
沈
む
・
滅
ん
で
な
く
な
る
。
訛
は
、
間
違
い
、
う
そ
い
つ
わ
り
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し
ぎ
く
わ
ん
〔
●
ポ
イ
ン
ト
7
〕
師
宜
官
後
漢
時
代
の
南
陽
の
人
。
隷
書
を
能
く
し
た
。
霊
帝
が
書
を
好
み
、
天
下
の
こ
う
と
書
家
を
鴻
都
門
に
徴
す
る
や
隷
書
に
お
い
て
そ
の
最
を
得
た
と
い
う
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
8
〕
榔
瓢
淳
三
国
時
代
・
魏
の
頴
川
の
人
。
名
は
竺
。
古
文
・
策
書
・
八
分
・
隷
書
を
能
く
し
た
。
け
ん
し
や
う
〔
●
ポ
イ
ン
ト
9
〕
纏
網
浅
黄
の
薄
い
絹
を
書
物
の
峡
の
装
丁
に
用
い
た
こ
と
か
ら
転
じ
て
書
物
の
意
味
と
な
っ
た
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
10
〕
崖
杜
薫
羊
「
程
・
杜
．
粛
・
羊
」
は
、
四
人
の
名
の
略
。
こ
こ
で
は
、
程
媛
・
杜
度
の
い
た
頃
（
後
漢
時
代
）
か
ら
癖
子
雲
・
羊
欣
の
い
た
頃
（
六
朝
時
代
）
ま
で
の
こ
と
を
指
す
。
①
崖
媛
は
、
後
漢
の
人
。
字
は
子
玉
。
②
杜
度
は
、
後
漢
杜
陵
の
人
。
草
書
を
善
く
し
、
章
帝
に
称
せ
ら
れ
、
帝
は
そ
の
書
を
貴
び
、
詔
し
て
草
書
を
用
い
て
．
．
．
．
．
 
③
簾
子
雲
は
、
斉
ー
梁
の
人
。
草
書
と
行
書
を
能
く
し
た
。
小
策
諸
体
を
兼
ね
備
え
た
小
策
飛
白
を
創
造
し
た
と
い
う
。
王
献
之
と
鍾
縣
を
学
ん
だ
書
法
は
天
下
に
知
ら
れ
た
。
④
羊
欣
は
、
晋
i
宋
の
人
。
書
は
幼
く
か
ら
優
れ
、
王
献
之
に
学
ぶ
。
隷
書
・
行
書
・
草
書
の
誉
れ
が
高
か
っ
た
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
1
〕
代
祀
綿
違
時
代
を
遠
く
隔
て
る
こ
と
。
「
代
」
は
「
世
」
字
の
避
諒
゜
〔
●
ポ
イ
ン
ト
12
〕
藉
甚
不
瀧
藉
甚
に
し
て
漁
（
か
は
ら
）
ず
。
藉
甚
は
、
名
声
や
評
判
が
非
常
に
盛
大
な
さ
ま
「
漢
・
陸
買
停
」
。
漁
は
、
「
ュ
・
か
は
ら
ず
」
改
変
す
る
意
。
名
声
が
衰
え
な
い
こ
と
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
13
〕
人
亡
業
顕
人
が
亡
く
な
っ
た
の
ち
に
そ
の
人
の
業
績
が
現
れ
る
こ
と
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
14
〕
身
譲
道
衰
「
謝
」
に
は
、
「
世
を
去
る
・
死
ぬ
」
の
意
味
あ
り
。
道
に
は
「
手
段
・
技
芸
」
の
意
あ
り
。
そ
の
人
が
亡
く
な
る
と
そ
の
技
芸
の
名
声
も
衰
え
る
こ
と
〔
●
ポ
イ
ン
ト
15
〕
慶
肇
棄
爛
（
た
だ
れ
く
さ
る
）
し
た
り
虫
に
食
べ
ら
れ
た
り
し
て
書
い
た
も
の
が
な
く
な
っ
て
伝
わ
ら
な
い
こ
と
。
棗
は
、
虫
類
が
「
う
ご
め
く
」
こ
と
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
16
〕
捜
秘
膊
婁
い
く
ら
探
し
て
も
見
当
た
ら
な
い
。
行
数148
《第
9
紙
末
尾
〉
【
】
は
、
見
せ
消
ち
▼
節
筆
、
◆
節
筆
様
の
あ
る
文
字
と
そ
の
字
数
頃
見
、
〈第
10
紙〉
◆
 
149
南
北
流
偉
、
疑
是
右
軍
所
製
。
◆
◆
 
150
雖
則
未
詳
慎
偽
、
尚
可
登
啓
15
童
蒙
。
既
常
俗
所
存
、
不
藉
編
、、、、、、
152
録
。
【
其
有
顕
聞
嘗
代
遺
迩
見
】
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
153
【
存
無
侯
抑
揚
自
標
先
後
】
◆
 
154
至
於
諸
家
勢
評
、
多
渉
浮
華
、
◆
 
15
莫
不
外
状
其
形
、
内
迷
其
理
、
今
156
之
所
撰
、
亦
無
取
焉
。
若
乃
師
宜
◆
1
 
◆
1
 
▼
1
 ◆
2
 
◆
2
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▼
 
157
官
之
高
名
、
徒
彰
史
牒
、
郡
廓
淳
158
之
伶
記
‘
空
著
鎌
細
。
聟
乎
寵
159
杜
以
来
、
薦
、
羊
已
往
、
代
祀
綿
遠
、
▼
▼
 
160
名
氏
滋
繁
、
或
藉
甚
不
漁
。
人
亡
16
業
顕
、
或
憑
附
壻
債
、
身
謝
道
▼
▼
 
162
衰
。
加
以
康
窒
不
偲
、
捜
秘
膊
163
盛
、
偶
逢
絨
賞
、
時
亦
竿
窺
、
優
164
劣
紛
転
、
殆
難
賑
棲
。
其
有
顕
▼
 
165
聞
常
代
、
遺
蹟
見
存
、
無
侯
抑
16
〈
第
1
紙
冒
頭
〉
揚
。
自
標
先
後
。
③
頃
、
南
北
に
流
偲
す
る
を
見
る
に
、
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
右
軍
の
製
す
る
所
な
ら
ん
。
則
ち
未
だ
慎
偽
を
詳
に
せ
ず
と
雖
も
、
童
蒙
を
登
啓
す
べ
し
。
へ
ん
ろ
く
か
既
に
常
俗
の
存
す
る
所
な
れ
ば
、
編
録
を
藉
ら
ず
。
•
最
近
南
に
も
北
に
も
流
布
さ
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
が
、
こ
れ
は
こ
と
に
よ
っ
た
ら
王
義
之
の
作
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
だ
そ
の
真
偽
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
子
供
た
ち
を
啓
発
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
す
で
に
広
く
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
で
は
手
だ
て
と
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
常
俗
11
常
は
、
ふ
つ
う
の
こ
と
。
俗
は
民
衆
・
広
く
知
れ
わ
た
っ
た
様
の
こ
と
。
常
俗
は
、
世
間
に
広
く
知
れ
わ
た
っ
た
様
子
の
こ
と
。
か
藉
ら
ず
11
「
藉
る
」
は
手
だ
て
を
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
手
だ
て
を
し
な
い
こ
と
の
意
。
▼
1
 
▼
2
 
▼
1
 
▼
2
 ◆
2
 
▼
1
 
藉
甚
11
籍
籍
は
「
多
く
て
乱
れ
て
い
る
・
極
め
て
H
立
つ
」
の
両
意
あ
り
。
名
声
が
衰
え
え
に
令
苑
は
筆
跡
の
妙
ふ
く
わ
わ
た
か
た
ど
④
諸
家
の
勢
評
に
至
り
て
は
、
多
く
浮
華
に
渉
る
。
外
、
其
の
形
を
吠
る
も
す
ぢ
な
せ
ん
ま
内
、
其
の
理
に
迷
わ
ざ
る
莫
し
。
今
の
撰
す
る
所
も
、
亦
た
取
る
無
し
。
・
古
来
諸
家
の
作
品
論
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
往
々
に
し
て
う
わ
べ
だ
け
華
や
か
で
実
質
が
な
い
。
外
形
ば
か
り
形
容
す
る
も
、
（
い
か
に
絶
妙
な
の
か
と
い
う
）
す
じ
み
ち
に
関
し
て
あ
や
ふ
や
で
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
今
日
の
著
述
さ
れ
た
も
の
も
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
な
の
で
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
諸
家
勢
評
11
諸
家
の
批
評
つ
ま
り
作
品
論
の
こ
と
〔
●
ポ
イ
ン
ト
6
参
照
〕
今
之
所
撰
11
撰
は
、
著
述
す
る
の
意
。
現
在
著
述
さ
れ
た
も
の
（
作
品
論
）
そ
の
名
声
は
す
な
は
し
ぎ
く
わ
ん
あ
ら
わ
か
ん
た
ん
じ
”
ん
れ
い
は
ん
⑤
乃
ち
師
宜
官
の
高
名
な
る
が
若
き
、
徒
に
史
牒
に
彰
れ
、
那
廊
淳
の
令
疱
、
空
し
く
鎌
細
に
著
す
の
み
。
程
・
杜
以
来
、
癖
・
羊
已
往
に
聟
び
て
は
、
だ
い
し
め
い
し
ま
す
ぜ
き
じ
ん
か
は
代
祀
綿
遠
と
し
て
、
名
氏
滋
ま
す
繁
し
、
或
ひ
は
藉
甚
に
し
て
楡
ら
ず
。
・
す
な
わ
ち
、
師
宜
官
は
、
高
名
な
書
家
と
し
て
い
た
ず
ら
に
史
書
に
登
場
す
る
の
だ
が
、
ま
た
那
廊
淳
の
立
派
な
書
は
、
書
物
の
な
か
に
出
て
く
る
の
だ
が
（
遺
墨
は
み
ら
れ
な
い
）
。
雀
竣
・
杜
度
の
い
た
頃
（
後
漢
時
代
）
か
ら
蒲
子
雲
や
羊
欣
の
い
た
頃
（
六
朝
時
代
）
ま
で
時
が
は
る
か
に
遠
く
ず
っ
と
続
き
、
書
の
名
人
は
ま
す
ま
す
多
く
な
る
が
、
衰
え
ず
変
ら
な
い
。
令
苑
11
令
は
「
立
派
な
・
美
し
い
」
の
意
、
苑
は
「
鋳
型
・
法
則
・
模
範
」
の
意
あ
り
。
ゆ
理
11
筋
道
朕
（
か
た
ど
）
る
11
形
容
す
る
浮
華
11
う
わ
べ
だ
け
華
や
か
な
こ
と
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観
棲
（
ら
る
）
11
こ
と
細
か
に
す
る
意
。
紛
転
（
ふ
ん
う
ん
）
11
乱
れ
入
り
混
じ
る
意
。
絨
賞
11
絨
は
、
と
じ
る
・
ひ
も
で
縛
る
・
し
ま
い
込
む
の
意
味
。
賞
は
、
褒
美
の
品
。
ら
れ
た
り
し
て
書
い
た
も
の
が
な
く
な
っ
て
伝
わ
ら
な
い
こ
と
。
が
う
ご
め
<
•
さ
わ
ぐ
」
意
。
棄
秦
（
び
し
ゅ
ん
）
11
棄
は
、
憑
1
1
盛
大
な
様
•
お
お
い
に
漁
ら
ず
11
改
変
し
な
い
な
い
こ
と
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
15
参
照
〕
。
く
さ
っ
た
り
虫
に
食
べ
「
た
だ
れ
る
・
崩
れ
る
」
意
。
肇
（
し
ゅ
ん
）
は
、
附
1
1
一
致
す
る
•
こ
じ
つ
け
る
「
虫
類
身
11
本
人
ぎ
ょ
う
あ
ら
お
ほ
⑥
人
は
亡
ぶ
も
業
顕
は
れ
、
或
ひ
は
憑
い
に
附
し
て
債
を
壻
す
も
、
身
は
謝
し
て
道
衰
う
。
加
以
、
康
肇
し
て
偉
は
ら
ざ
れ
ば
、
秘
を
捜
る
も
牌
に
盤
き
た
ま
か
む
ま
れ
ん
と
す
。
偶
た
絨
賞
に
逢
ふ
も
、
時
に
亦
た
窺
ふ
こ
と
竿
な
れ
ば
、
優
劣
ら
る
は
紛
転
し
殆
ど
観
纏
し
難
し
。
其
の
常
代
に
顕
聞
し
、
遺
蹟
の
見
存
す
る
も
し
め
の
有
る
は
、
抑
揚
を
侯
つ
無
く
し
て
、
（
自
ず
か
ら
先
後
を
標
さ
ん
。
）
。
・
人
が
死
ん
だ
の
ち
に
業
績
が
あ
ら
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
お
お
い
に
こ
じ
つ
け
て
そ
の
人
の
価
値
が
増
す
も
の
が
あ
る
が
、
本
人
が
亡
く
な
る
と
名
声
も
衰
え
て
し
ま
い
、
そ
の
う
え
、
棄
爛
（
た
だ
れ
く
さ
る
）
し
た
り
虫
に
食
べ
ら
れ
た
り
し
て
書
い
た
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
秘
伝
を
探
そ
う
に
も
方
法
が
な
い
の
で
尽
き
て
し
ま
う
。
偶
然
に
し
ま
い
込
ま
れ
た
書
作
品
が
、
見
つ
か
っ
て
も
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
の
で
、
優
劣
の
評
価
は
入
り
乱
れ
て
し
ま
い
、
順
位
を
つ
け
が
た
い
。
現
在
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
、
（
有
名
で
）
遣
墨
の
あ
る
も
の
は
上
下
の
品
評
を
待
つ
ま
で
も
な
い
。
（
つ
ま
り
、
こ
こ
に
あ
る
作
品
自
体
が
優
劣
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
）
、
、
、
、
、
、
【
】
は
、
見
せ
梢
ち
▼
節
筆
、
◆
節
筆
様
の
あ
る
文
字
と
そ
の
字
数
◆
1
 
◆
2
 
◆
1
 
第
1
紙
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
語
を
記
す
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
17
〕
六
文
象
形
・
指
事
・
会
意
・
形
声
・
転
注
・
仮
借
と
い
う
六
書
の
こ
と
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
18
〕
軒
輯
黄
帝
の
こ
と
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
19
〕
八
膿
「
説
文
解
字
」
の
序
に
よ
る
と
、
大
緩
・
小
策
・
刻
符
・
虫
書
・
模
印
・
署
書
・
父
書
（
兵
器
に
書
き
つ
け
る
書
体
・
生
は
、
ほ
こ
の
意
）
．
隷
書
〔
●
ポ
イ
ン
ト
20
〕
嘉
正
始
皇
帝
の
こ
と
。
願
政
。
「
巖
」
は
秦
国
の
姓
。
「
政
」
は
「
正
」
に
通
ず
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
21
〕
稽
古
斯
在
（
稽
古
斯
に
在
り
）
稽
古
は
、
「
い
に
し
え
を
か
ん
が
う
」
と
読
み
、
「書
経
」
尭
典
に
、
「
昔
の
こ
と
を
、
資
料
を
比
べ
合
わ
せ
て
、
調
べ
る
」
こ
と
の
意
味
と
し
て
出
て
く
る
。
よ
っ
て
「
古
の
道
を
考
え
る
」
が
原
義
で
あ
る
が
、
の
ち
に
日
本
で
は
、
武
芸
等
を
習
う
意
味
と
な
っ
た
。
行
数
《第
1
紙
〉
◆
 
16
（
揚
。
）
自
標
先
後
。
且
【
心
之
所
達
不
】
167
六
文
之
作
、
肇
自
軒
輯
、
八
罷
之
◆
 
168
興
、
始
於
贔
正
。
其
束
尚
突
、
廠
◆
 
169
用
斯
弘
。
但
今
古
不
同
、
妍
質
懸
第
1
紙
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◆
 
170
隔
、
既
非
所
習
、
又
亦
略
諸
。
復
有
17
龍
蛇
雲
露
之
流
、
亀
鶴
花
英
◆
 
172
之
類
、
乍
圏
慎
於
率
爾
、
或
寓
瑞
173
於
常
年
、
巧
渉
丹
青
、
エ
肪
翰
174
墨
、
【
免
】
異
夫
楷
式
、
非
所
詳
焉
。
代
175
偲
毅
之
興
子
敬
筆
勢
論
十
章
、
176
文
那
理
疏
、
意
乖
言
拙
、
詳
其
旨
17
趣
、
殊
非
右
軍
。
且
右
軍
位
重
178
オ
高
、
調
清
詞
雅
、
整
〔
塵
〕
未
浪
、
翰
179
積
伯
存
。
観
夫
致
一
書
、
陳
一
事
、
180
造
次
之
際
、
稽
古
斯
在
。
登
有
胎
18
謀
令
嗣
、
道
叶
義
方
、
章
則
◆
 
182
頓
栃
、
一
至
於
此
【
其
有
顕
聞
営
】
り
く
ぶ
ん
け
ん
え
ん
よ
⑦
且
つ
六
文
の
作
ら
る
る
は
、
軒
猿
自
り
肇
ま
り
、
八
罷
の
興
る
は
、
巖
正
よ
こ
ひ
ろ
ひ
さ
り
始
ま
る
。
其
の
来
た
る
こ
と
尚
し
く
、
廠
の
用
や
斯
れ
弘
し
。
但
だ
今
古
け
ん
し
つ
け
ん
か
く
ま
同
じ
う
せ
ず
。
妍
質
懸
隔
せ
る
の
み
。
既
に
習
ふ
所
に
非
ざ
れ
ば
、
又
た
亦
た
諸
を
略
す
。
•
六
書
が
作
ら
れ
た
の
は
、
黄
帝
の
時
代
に
始
ま
っ
た
。
八
体
が
起
こ
っ
た
の
は
秦
の
始
皇
帝
時
代
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
来
る
に
は
長
い
年
月
を
経
て
そ
の
用
途
が
ま
す
ま
す
広
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
昔
と
時
代
が
変
わ
れ
ば
書
体
も
変
わ
り
、
質
朴
か
ら
妍
美
へ
と
か
け
は
な
れ
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
八
体
の
中
に
は
今
で
は
（
楷
書
・
草
書
の
よ
う
に
常
に
）
◆
1
 
▼
1
 ◆
1
 
◆
1
 
い
や
⑨
代
に
義
之
が
子
敬
に
輿
ふ
る
を
偲
ふ
「筆
勢
論
十
章
」
は
、
文
は
郷
し
く
、
楷
式
11
手
本
・
の
り
・
模
範
箕
に
1
1
ま
こ
と
＇
に
•
本
当
に
、
果
た
し
て
花
英
11
は
な
ぶ
さ
。
は
な
の
意
。
懸
隔
11
か
け
は
な
れ
て
い
る
こ
と
。
へ
だ
た
り
が
あ
る
こ
と
。
廣
正
11
始
皇
帝
の
こ
と
〔
●
ポ
イ
ン
ト
20
参
照
〕
八
慢
I
〔
●
ポ
イ
ン
ト
19
参
照
〕
軒
戟
11
黄
帝
の
こ
と
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
18参
照
〕
用
い
ら
れ
ず
習
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
こ
と
と
す
る。
り
う
た
ち
ま
ま
こ
と
そ
つ
じ
⑧
復
た
龍
蛇
雲
露
の
流
、
亀
鶴
花
英
の
類
有
り
。
乍
ち
慎
に
率
爾
に
圏
し
、
或
た
う
ね
ん
う
つ
わ
た
は
瑞
を
営
年
に
寓
す
。
巧
は
丹
青
に
渉
り
、
エ
は
翰
墨
に
は
肪
く
。
夫
の
楷
式
に
異
な
れ
ば
、
詳
に
す
る
所
に
非
ら
ず
。
・
龍
書
、
蛇
書
、
垂
露
策
、
亀
書
、
鶴
書
、
花
英
書
な
ど
と
い
う
書
体
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
本
当
に
さ
っ
と
物
を
描
い
た
り
、
瑞
祥
（
め
で
た
い
し
る
し
）
を
描
い
た
り
し
た
も
の
で
、
そ
の
技
巧
は
、
絵
画
の
分
野
に
入
る
よ
う
な
も
の
と
な
り
、
書
と
し
て
の
要
件
を
欠
く
。
害
と
し
て
の
「
の
り
（
の
っ
と
る
べ
き
事
柄
の
法
・
則
）
」
を
欠
き
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
を
し
な
い
。
垂
露
11
た
て
に
引
く
画
の
終
筆
を
は
ね
な
い
で
押
え
止
め
る
法
。
率
爾
11
率
然
。
に
わ
か
な
さ
ま
。
あ
わ
た
だ
し
い
さ
ま
。
か
る
は
ず
み
な
さ
ま
。
こ
こ
で
は
、
さ
っ
と
描
く
こ
と
の
意
。
丹
青
1
1
赤
色
•
青
色
の
顔
料
の
こ
と
か
ら
、
色
彩
の
あ
る
絵
画
の
意
味
と
な
っ
た
。
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第
12
紙
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
語
を
記
す
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
2
〕
同
蜻
第
12
紙
肥
（
か
く
）
11
も
の
の
一
部
が
欠
損
す
る
。
こ
わ
れ
る
こ
と
。
頓
11
こ
ハ
＇
カ
（
（
副
》
す
ぐ
に
急
に
と
み
に
令
嗣
1
1
令
息
の
よ
う
な
意
味
•
こ
こ
で
は
王
献
之
を
指
す
。
し
し
ゅ
つ
ま
び
理
は
疏
、
意
乖
き
て
言
拙
な
り
。
其
の
旨
趣
を
詳
ら
か
に
す
る
に
、
殊
に
か
右
軍
に
非
ず
。
且
つ
右
軍
は
位
重
く
オ
高
く
、
調
は
清
に
し
て
詞
は
雅
な
り
。
整
塵
未
だ
浪
び
ず
。
翰
檀
伯
ほ
存
す
。
夫
の
一
書
を
致
し
、
一
事
を
陳
べ
し
を
観
る
に
、
造
次
の
際
、
稽
古
斯
に
在
り
。
登
に
謀
を
令
嗣
に
胎
す
に
、
道
は
義
方
に
叶
ひ
、
章
は
則
ち
（
頓
か
に
話
く
る
を
一
に
此
に
至
る
こ
と
有
ら
ん
や
。
）
．
懺
に
伝
わ
る
も
の
で
、
王
義
之
が
王
献
之
に
与
え
た
と
い
う
「
筆
勢
論
十
章
」
を
読
ん
で
み
る
と
、
文
章
は
下
品
だ
し
、
理
論
は
粗
末
、
意
味
は
矛
盾
し
て
い
て
、
用
語
は
拙
劣
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
絶
対
に
王
義
之
の
著
し
た
も
の
で
は
な
い
。
王
義
之
は
地
位
も
高
く
才
能
も
豊
か
で
、
文
章
は
み
や
び
で
そ
の
名
声
は
い
ま
だ
に
滅
び
ず
、
そ
の
筆
跡
は
今
日
で
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
一
書
・
一
事
を
よ
く
見
る
と
、
作
成
す
る
場
合
、
古
法
に
根
拠
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
教
訓
を
息
子
に
残
す
と
き
書
法
に
つ
い
て
は
、
古
法
に
の
っ
と
り
、
文
章
に
つ
い
て
は
と
み
に
粗
末
で
あ
る
と
い
う
の
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
胎
謀
（
い
ぼ
う
）
11
胎
謀
・
胎
訓
と
同
じ
。
先
祖
が
子
孫
に
残
し
た
教
訓
『
晋
書
・
郭
瑛
伝
＂
行
数
〈第
12
紙〉
183
又
云
興
張
伯
英
同
學
、
斯
乃
184
更
彰
虚
誕
。
若
指
漢
末
伯
英
、
《
別
人
の
書
の
ラ
ベ
ル
添
付
満
宰
介
伯
革
令
r小
二
百
六
十
六
餘
字
》
(
a
1
時
代
全
不
相
接
。
必
有
有
晉
人
同
a
2
賊
。
史
偉
何
其
寂
蓼
。
非
訓
非
a
3
経
、
宜
従
棄
掃
。
）
＊
右
の
a
1
i
a
3
は
、
明
の
文
徴
明
『
停
雲
館
法
帖
」
に
刻
さ
れ
て
い
る
原
拓
で
増
補
し
た
箇
所
で
あ
る
。
あ
き
ら
⑩
又
云
ふ
。
張
伯
英
と
同
學
な
り
。
と
。
斯
れ
乃
ち
更
に
虚
誕
た
る
を
彰
か
に
す
。
若
し
、
漢
末
の
伯
英
を
指
さ
ば
、
時
代
は
全
く
相
接
せ
ず
。
必
ず
晉
人
の
同
琥
有
り
と
せ
ん
か
。
史
偲
何
ぞ
其
れ
寂
峯
た
る
。
訓
に
非
ず
経
に
き
た
＜
非
ざ
れ
ば
、
宜
し
く
棄
揮
に
従
ふ
べ
し
。
•
ま
た
、
王
義
之
は
伯
英
と
同
学
だ
っ
た
と
い
う
け
れ
ど
、
こ
う
な
る
と
さ
ら
に
で
た
ら
め
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
漢
時
代
の
末
ご
ろ
に
生
き
た
伯
英
を
指
す
と
す
る
と
、
時
代
が
全
く
合
わ
な
い
。
晋
時
代
の
人
と
同
じ
名
前
の
意
。
、、、、、、
【
】
は
、
見
せ
消
ち
▼
節
筆
、
●
節
筆
様
の
あ
る
文
字
と
そ
の
字
数
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今
回
、
孫
過
庭
が
揮
奄
し
た
当
時
の
紙
の
継
ぎ
目
の
位
置
を
考
証
し
て
か
ら
進
め
る
必
要
が
出
て
き
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
紙
の
損
傷
が
な
い
第
1
ー
8
紙
ま
で
の
行
数
を
基
に
、
後
半
の
損
傷
の
多
い
部
分
の
、
破
損
し
て
切
れ
る
前
の
も
と
の
用
紙
の
姿
を
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
六
朝
以
来
の
書
論
に
つ
い
て
の
孫
過
庭
の
見
解
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
ま
と
め
同
じ
姓
名
の
人
が
あ
っ
た
と
す
る
の
か
。
こ
の
史
伝
は
と
て
も
む
な
し
い
も
の
で
あ
る
。
訓
典
（
教
え
と
な
る
古
代
の
優
れ
た
帝
王
や
聖
賢
の
書
物
）
で
も
な
い
し
、
経
書
（
聖
人
や
賢
人
の
言
行
や
教
え
を
記
し
た
儒
教
の
正
義
。
四
書
五
経
）
で
も
な
い
の
で
‘
[
あ
え
て
詮
索
す
る
の
は
や
め
て
]
捨
て
て
し
ま
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
虚
誕
11
で
た
ら
め
な
さ
ま
。
荒
唐
無
稽
な
こ
と
。
棄
揮
11
「
棄
」
も
「
揮
」
も
す
て
る
意
。
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